
（別紙３）

～ 令和7年12月20日

（対象者数） 9人 （回答者数） 8人

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

努力の可視化により、子どもの自信に繋がるよう、それぞれ

の子どもの強化子となるものを見極めていく

2

遊びの中でごっこ遊びや言葉遊びを取り入れ楽しく語彙を増

やしていく

トークンエコノミー法を導入し、子ども達の望ましい行動を

自発的に引き出す療育をしている点

問題行動を少しずつ取り除いていけるよう、よい行動が見ら

れた時にはその場で褒めて、次の行動に繋がるようにする

外国籍の子どもが多いため。日本語を周藤できるよう段階的

な指導を実施している

日常的なあいさつやよく使う物の名前、食べ物等、わかりや

すく覚えやすい物から始めていく

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所　糸ぐるま伊勢崎教室　

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

児童発達支援と放課後等デイサービスの子が共有できる時間

があり、縦のつながりが持てる所

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


